
上記の表は、令和４年１２月１６日から令和５年２月２８日までに埼玉西部消防局管内で発生し

た、山岳遭難事故発生状況です。

発生日 場 所 事 故 内 容 年 齢 程 度

１２月１８日 棒ノ嶺 転倒し前額部・右手部を負傷 ６２歳 中等症

１２月２８日 天王山 目眩により体動困難 ５５歳 軽症

１月 ４日 日和田山 転倒し歩行困難 ７２歳 中等症

１月 ５日 日向沢ノ峰 転倒し左下肢変形・歩行不能 ５２歳 中等症

1月 ９日 日和田山 転倒し右足関節を負傷 ６８歳 中等症

1月2４日 釜戸山 転倒し右下腿両骨骨折・歩行不能 ６５歳 軽症



埼玉西部消防局の管轄する西部地域は、秩父山系から延びる標高１０００ｍ級の山々に囲まれ、

初心者からでも登山を楽しめる地域となっています。近年の登山ブームに加えコロナ禍による密を

避けられるスポーツとして人気を博し、登山客の増加に比例し、山岳においての遭難、事故も増加

の傾向にあります。このような山岳遭難事故に的確に対応するため、山岳救助隊員が指導者となり、

年に１回、各署から選抜された隊員が山岳救助に対する知識と技術の向上を目的とし研修を行って

います。今回の研修では１２名の隊員が２月１４日～１６日の３日間にわたり研修を受講しまし

た。

いざという時に、役に立つのが「登山届」です。消防・警察の山岳救助隊は、提

出された登山届の情報をもとに、捜索活動を行います。登山届は、登山口に設置し

てあるポストや、埼玉県警察のホームページからも提出できます。また、家族や身

近な人に渡しておくだけでも大きな情報源となります。

開講式の様子 降下訓練の様子

救出訓練の様子 訓練終了報告の様子
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登山開始日時 年 月 日 午前・午後 時 分

下山予定日時 年 月 日 午前・午後 時 分

山（域）名

同山域への入山経験

日 付 行 動 計 画

月 日 → → →

月 日 → → →
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月 日 → → →
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携 帯 品

食 料 １人あたり 食分 無線機 台 MHz

□地図

□コンパス

□ホイッスル

□応急手当用品

□雨具

□ヘッドライト

□ロープ

□ヘルメット

□非常食

（ 食分）

□ストーブ・コンロ

□テント

□ツェルト

□携帯電話

□山岳保険

□

□

□電子捜索機器等

・機器名称

「 」

・ＩＤ番号

「 」

交通機関

自家用車の場合 車種 ナンバー

備 考



※登山届は登山する山を管轄する警察署、登山口設置の登山ポスト等へ提出してください。家族にも登山届を渡しておきましょう。
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